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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年10月27日(2016.10.27)

【公表番号】特表2016-504831(P2016-504831A)
【公表日】平成28年2月12日(2016.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-010
【出願番号】特願2015-544363(P2015-544363)
【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｗ   48/18     １１３　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）内のエンティティの動作方法であって、
デバイスがＷＬＡＮ　ＡＰと関連付けるための要求を送信する前に、デバイスによって満
たされるべき条件を含むメッセージを送信することを含み、前記条件は前記デバイスによ
って実現されるべき最小の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）値を含む方法。
【請求項２】
　前記条件は、
ＷＬＡＮに関連付けられるパラメータ、前記デバイスに関連付けられるパラメータ、又は
ＷＬＡＮのカバレッジエリアと重なる一又は複数のセルを有する第３世代パートナーシッ
ププロジェクト３ＧＰＰネットワークに関連付けられるパラメータのうちの一又は複数を
使用して決定される、請求項１に記載のＷＬＡＮ内のエンティティの動作方法。
【請求項３】
　前記ＲＳＳＩ値は、最小の基本サービスセット（ＢＳＳ）ＲＳＳＩ値及び相対ＲＳＳＩ
値のうちの一又は複数を含む、請求項１に記載のＷＬＡＮ内のエンティティの動作方法。
【請求項４】
　前記条件は負荷値を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載のＷＬＡＮ内のエンテ
ィティの動作方法。
【請求項５】
　前記負荷値は、ＢＳＳ負荷又はＷＡＮメトリックのうちの一又は複数を含む、請求項４
に記載のＷＬＡＮ内のエンティティの動作方法。
【請求項６】
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　前記条件は、ＳＳＩＤ又はＷＬＡＮに関連付けられているＢＳＳＩＤに関連付けられて
いる、請求項１から５のいずれか一項に記載のＷＬＡＮ内のエンティティの動作方法。
【請求項７】
　前記条件は、より低い負荷を有し、前記デバイスがアタッチされるＰＬＭＮをサポート
するＢＳＳが利用できない場合、より負荷の低いＢＳＳが利用できるかどうかを含む、請
求項６に記載のＷＬＡＮ内のエンティティの動作方法。
【請求項８】
　前記メッセージがブロードキャストメッセージである、請求項１から７のいずれか一項
に記載のＷＬＡＮ内のエンティティの動作方法。
【請求項９】
　前記メッセージはデバイス固有のメッセージである、請求項１から８のいずれか一項に
記載のＷＬＡＮ内のエンティティの動作方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つの条件、及びＷＬＡＮ　ＡＰと関連付けるための要求を送信する前に、
前記条件がデバイスによって満たされるべきであることを示す指示を含むメッセージを送
信するように構成された送信機を備え、前記条件は前記デバイスによって実現される最小
の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）値を含む、無線ローカルエリアネットワーク（
ＷＬＡＮ）内のエンティティ。
【請求項１１】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）内のエンティティから、少なくとも１つ
の条件、及びＷＬＡＮと関連付けるための要求を送信する前に、前記条件がデバイスによ
って満たされるべきであることを示す指示を含むメッセージを受信するように構成された
受信機であって、前記条件は前記デバイスによって実現される最小の受信信号強度インジ
ケータ（ＲＳＳＩ）値を含む受信機と
　前記条件が満たされたかどうかを判断し、前記条件が満たされていない場合には、前記
デバイスが前記ＷＬＡＮと関連付けるための要求を送信することを防止するように構成さ
れたプロセッサと
を備えるデバイス。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記条件が満たされているかどうかを判断する際に、前記デバイス
での前記ＲＳＳＩが前記指示の前記ＲＳＳＩ値を上回るかどうかを判断し、前記測定され
たＲＳＳＩが最小ＲＳＳＩを下回る場合には、前記デバイスの前記ＷＬＡＮへの接続の試
みを防止する、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記ＲＳＳＩ値は、最小の基本サービスセット（ＢＳＳ）ＲＳＳＩ値及び相対ＲＳＳＩ
値のうちの一又は複数を含む、請求項１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記条件は、期間を含み、前記条件が満たされているかどうかを判断する際に、前記プ
ロセッサは、前記期間が経過したかどうかを判断する、請求項１１から１３のいずれか一
項に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記条件は負荷値を含み、前記プロセッサは、前記ネットワーク上の前記負荷が前記負
荷値を上回るときには、前記デバイスが前記ＷＬＡＮにつながることを防止するように構
成される、請求項１１から１４のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記デバイスは、前記デバイスによって測定される負荷値、ＢＳＳ負荷又はＷＬＡＮメ
トリックのエレメントのうちの一又は複数を使用して、前記ネットワーク上の前記負荷を
決定するように構成される、請求項１５に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記条件は、より適切なＲＳＳＩ値、又はより低い負荷値を有するＢＳＳが見つからな
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いという条件を含む、請求項１１から１４のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記条件は、より適切なＲＳＳＩ値、又は負荷値を有する既知のＰＬＭＮをサポートす
るＢＳＳが見つからないという条件を含む、請求項１１から１４のいずれか一項に記載の
デバイス。
【請求項１９】
　前記値はＷＬＡＮ　ＡＰのＳＳＩＤ又はＢＳＳＩＤに依存する、請求項１２から１８の
いずれか一項に記載のデバイス。
【請求項２０】
　無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）内のエンティティから、少なくとも１つ
の条件、及び前記ＷＬＡＮと関連付けるための要求を送信する前に、デバイスによって実
現される最小の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）値を含む前記条件が前記デバイス
によって満たされるべきであることを示す指示を含むメッセージを受信すると、前記条件
が満たされているかどうかを判断すること、及び前記条件が満たされていない場合には、
前記デバイスが前記ＷＬＡＮとの関連付けるための要求を送信することを防止することを
含む、デバイスの動作方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　本条件は、ＷＬＡＮに関連付けられるパラメータ、デバイスに関連付けられるパラメー
タ又はＷＬＡＮのカバレッジエリアと重なる一又は複数のセルを有する第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ネットワークに関連付けられるパラメータのうちの一
又は複数を使用して決定され得る。これにより、ＳＴＡがＷＬＡＮ　ＡＰにアタッチされ
る時点のネットワーク条件に適するように、ＳＴＡの動作を整えることができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６５】
　ＳＴＡへのメッセージで送信される条件は、任意の好適な方法で計算されてもよい。例
えば、条件は、ＷＬＡＮに関連付けられるパラメータ、デバイスに関連付けられるパラメ
ータ、ＷＬＡＮのカバレッジエリアと重なる一又は複数のセルを有する第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）ネットワークに関連付けられるパラメータのうちの一
又は複数を使用して決定され得る。パラメータは、ＳＴＡから受信されるメッセージ内の
ＲＳＳＩ、ＳＴＡがＷＬＡＮ　ＡＰからの分離を要求したかどうか、ＳＴＡが認証不許可
されたかどうか、関連付け手続き中にデバイスとＷＬＡＮとの間の関連付けが拒否された
かどうか、ＷＬＡＮ上の負荷、ＷＬＡＮ　ＡＰ上の負荷、ＷＬＡＮ　ＡＰのカバレッジエ
リアと重なる又は隣接するカバレッジを有する一又は複数の３ＧＰＰセル内の負荷、又は
ＷＬＡＮ　ＡＰのカバレッジエリアと重なるカバレッジを有する一又は複数のセルを有す
る３ＧＰＰネットワーク上の負荷を含み得る。ＷＬＡＮは、ＰＣＴ／ＥＰ２０１２／０６
５９７０に記載の方法を使用して、隣接する３ＧＰＰセルの負荷の詳細を取得し得る。
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